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	梅雨前に見直したい屋上防水と長期修繕計画
	メンテンナンスの手段だけでなく「保証の種類」や「施工品質」も重要
	　保証は基本的に長ければ長いほど安心できるものですが、その保証がメーカーによるものなのか、施工会社による独自の延長保証なのかもよく確認しておくことが大切です。後者の場合、延長期間の保証は、その施工会社の存続が前提となります。
	　また、どれほど優れた防水材を使用しても、施工が雑であれば防水層に隙間や欠陥が生じ、漏水や排水不良の原因となります。 　
	　施工会社任せにするのではなく、管理組合側も専門家のサポートを受けながら、メンテナンス方法の検討や保証、工事の品質を確認していく体制を構築することが、高耐久化の効果を最大限に引き出すための前提条件となります。
	高耐久化は「長期修繕計画」とセットで考える

	　屋上防水だけ高耐久化していれば、マンションの高寿命化が実現するわけではありません。近年は、シーリング材や塗料などにおいても、高耐久なものが続々と登場しています。各部位の耐久性や保証期間は異なることから、こうした箇所のメンテナンスは長期修繕計画とセットで検討していかなければなりません。たとえば、20年や30年の長期保証が付いているにもかかわらず、12年後の大規模修繕でまとめて修繕してしまえば、高耐久化の意味をなさなくなり、修繕積立金を不必要に消費することになります。
	　修繕やメンテナンスの「優先度」を付けることも大切です。マンションの寿命や安全性に関わる重要度の高い部位には優先的に投資し、そうでない部位については合理的な判断でコストを抑えるというコントラストをつけた計画こそが、マンションの長寿命化と修繕積立金の健全な運用を両立させる鍵となります。
	　長期修繕計画の適正性の判断にも、やはり第三者の専門家のサポートが欠かせません。ナフサショックという予期せぬ事態は、マンション管理における予防保全の重要性を改めて浮き彫りにしました。 　
	　問題が起きてから対処するのではなく、問題が起きにくい状態を事前に作り出しておくという発想の転換が、これからのマンション管理には不可欠です。
	さくら事務所について
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